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そんけい す べき むすりむ の みなさま ︕ 

しんこう とは、 アッラー (swt) の そんざい、 その てんしたち、 しょけいてん、 よげんしゃたち、 しゅうまつ の ひ、 

そして カダー (めいれい) と カダル (ていめい) を つかさどる の は アッラー で ある と しんじる こと です。1  しゅ 

(swt) の めいじる ところ に したがい、 きんじられた もの を さけ、 しんこうしゃ と して の けんご な しせい を 

いじ する と いう せいやく です。 ただしさ、 こうせいさ、 おもいやり と じひ、 へいあん と こうふく へ の みち に 

ある しょうがい を とりのぞく こと です。 しんこう には、 クルアーン が つたえる かみ の げんそく に たいする    

こころ から の けんしん と、 よげんしゃ (saw) の もはんてき な しょうがい を じんせい の あらゆる ばめん に  

おいて みちびき と する こと が もとめられ ます。 

しんあい なる しんこうしゃ の みなさま ︕ 

わたしたち は、 しゅ は つね に わたしたち と とも に おられ、 わたしたち を みすてる こと は なさらない と   

しんじ、 また それ が げんせ での しれん に おける わたしたち の せいこう に つながる と しんじて います。 どの

ような こんなん に ちょくめん しよう と、 しんこう こそ が、 わたしたち を つよめ、 みらい へ の きぼう を いかし 

つづける の です。 よくあつ、 あく、 ふせい に たえる ちから を あたえて くれる の は、 わたしたち の しんこう  

です。 きょう も また、 かずすくない ムジャーヒディーン の ひとびと が、 しんこう に よって えた ちから を      

ふりしぼって よくあつしゃ に ていこう して います。 アッラー (swt) へ の ゆるぎない しんこう を もって、 かれら 

は よくあつしゃ と たたかって います。 しゅ (swt) は つぎ の ように つげて おられ ます。 「アッラー は しんじる 

ものたち の ひごしゃ で あり、 くらやみ から ひかり へ と かれら を つれだす。」2 

しんあい なる ムスリム の みなさま ︕ 

しんこう と いう いだい な しゅくふく を わたしたち に さずけて くださった ぜんのう の アッラー に、 かぎりない    

しょうさん と かんしゃ を ささげ ます。 じんせい の あらゆる めん で しんこう を あらわす とき、 はかり しれない 

この しゅくふく に かんしゃ の きもち を あらわし ます。 ただしい おこない と よい どうとく を もって しんこう を  

かんせい させる よう どりょく する かぎり、 わたしたち は しゅ (swt) の およろこび を える こと が できる     

でしょう。 わたしたち が ぜんりょう な しんこうしゃ と なり、 わたしたち の て （こうどう） や した （ことば） が 

だれ の こと も きずつけない よう なら、 わたしたち は イスラーム を さいぜん の ほうほう で しめし、 つたえた 

こと に なる でしょう。 

ほんじつ の ホトバ を、 せいクルアーン に ある つぎ の いのり を もって おわり ます。 

「しゅ よ。 ほんとう に わたしたち は、 しんこう へ と よび まねく もの が 『あなたがた の しゅ を しんじよ』 

と よぶ の を きいて、 しんじる ように なり ました。 しゅ よ、 それゆえ わたしたち の つみ を ゆるして    

ください。 わたしたち の わるい おこない を とがめ ないで ください。 そして わたしたち を、 とく ある もの と 

とも に めしよせて ください。 」3 

 
1 Ibn Hanbal, I, 28. 
2 Baqarah, 2/257. 
3 Ali ‘Imran, 3/193. 


